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概要 

 

• 北海道の火山活動 
 

• 火山観測の方法 
 

• 観測が明らかにする道内火山の現状 
 

• 今後の課題とまとめ 
 



北大地震火山研究観測センターの火山観測 

31活火山（北方領土を含む） 
20活火山（北方領土を除く） 

110活火山（全国） 

常時観測が必要な火山 9（道内）/50（全国） 

北大が連続観測 + 北大観測無 =9火山 

（気象庁資料を改編） 



発生年  地震(Mは規模)・火山噴火  道内の人的被害（主な被害）  
1910 有珠山噴火  死者1名（火山泥流）  
1915 十勝沖の地震(M7.0)  死者2名（地震動）  
1926 十勝岳噴火  死者行方不明144名・負傷者約200名（火山泥流）  
1929 北海道駒ケ岳噴火  死者2名・負傷者4名（降下軽石）  
1933 三陸沖の地震(M8.1)  死者13名・負傷者56名（津波）  
1938 釧路支庁北部の地震(M6.1)  死者1名（地震動）  
1940 北海道西方沖の地震(M7.5)  死者10名（津波）  
1943-45  有珠山噴火  死者1名・負傷者1名（降灰）  
1952 十勝沖地震(M8.2)  死者行方不明33名・負傷者287名（津波・地震動）  
1962 十勝岳噴火  死者5名・負傷者11名（噴石）  
1968 十勝沖地震(M7.9)  死者2名・負傷者133名（津波・地震動） 
1973 根室半島沖地震(M7.4)  負傷者28名（地震動）  
1977-78  有珠山噴火  死者3名・負傷者2名（降雨泥流）  
1982 浦河沖地震(M7.1)  負傷者167名（地震動）  
1983 日本海中部地震(M7.7)  死者4名・負傷者24名（津波）  
1988-89  十勝岳噴火  約200名避難  
1993 釧路沖地震(M7.5)  死者2名・負傷者966名（地震動）  
1993 北海道南西沖地震(M7.8)  死者行方不明229名・負傷者323名（津波）  
1994 北海道東方沖(M8.2)  負傷者436名（地震動）  
1994 三陸はるか沖地震(M7.6)  負傷者2名（地震動）  
2000 有珠山噴火  約15000名避難  
2003 十勝沖地震(M8.0)  死者行方不明2名・負傷者847名（津波・地震動） 

宮村淳一による 

20世紀以降の北海道の主な地震火山災害 



火山観測に用いられる機器 

観測点 

観測点 

観測点 

観測点 

観測点 

（内閣府パンフレットを改編） 



火山活動に伴う各種の現象 

深部からの供給 

マグマ溜の膨張・収縮 

火道の形成 

• 地震活動 

• 地殻変動 

• 熱活動（噴煙・地表温度・泥水等） 
• 地磁気変化 

• 火山ガス 

• 火山灰 

• 溶岩 

• 爆風（衝撃波） 
     

    等々 

 

 

 



火山性地震発生の仕組み 

出典: 米国地質調査所HP  

マグマの上昇 地下での増圧 圧力による地震発生 



観測点連続観測装置の例（国土地理院） 

5m 

アンテナ 

受信機 
データ転送装置 

（国土地理院資料を改編） 



高度：20,000km  24 衛星 以上 

観測点 



傾斜観測（地殻変動観測の一種）の例 

気象庁（Japan Metrological Agency, JMA) HP 



観測点配置の例（駒ケ岳） 

（出典：気象庁） 



火山噴火予知連絡会への観測結果の報告 



最近の研究成果 

・雌阿寒岳 
    2008年水蒸気爆発に先行した傾斜変化の発見 
 
・樽前山 
    2013年地震活動活発化  
    深部の膨張性地殻変動の発見 
 
・十勝岳 
    2006年以降の十勝岳62-II火口付近浅部の膨張現象 
 

現在は一見静かに見える火山もそれぞれ活きている 
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●現在の活動的火口の様子 

活動的火口の分布図 
（気象庁，日本活火山総覧（第4版，2013） 

撮影方向 

ポンマチネシリ火口 

中マチネシリ火口 
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●20世紀以降の噴火活動 

活動的火口の分布図 
（気象庁，日本活火山総覧（第4版，2013） 

• 1955 /11   水蒸気噴火  ●ポ            
• 1956/3-10 水蒸気噴火  ●ポ 
• 1957/2-9    水蒸気噴火  ●ポ， ○中    
• 1958/2   水蒸気噴火  ●ポ 
• 1959/5-10  水蒸気噴火  ●ポ， ○中 
• 1960/1,  9  水蒸気噴火  ●ポ， ○中 
• 1962/4  水蒸気噴火  ○中   
• 1964/6 水蒸気噴火  ○中 
• 1965/5 水蒸気噴火  ○中 
• 1966/6 水蒸気噴火  ○中 
• 1988/1 水蒸気噴火  ●ポ 
• 1996/11 水蒸気噴火  ●ポ 
• 1998/11 水蒸気噴火  ●ポ 
• 2006/3 水蒸気噴火  ●ポ 
• 2008/11 水蒸気噴火  ●ポ 

 

●ポ： ポンマチネシリ火口  
○中： 中マチネシリ火口 

ポンマチネシリ火口 

中マチネシリ火口 

噴火の無い時期にも集中的に発生する鳴動や群発性地震が頻発 



水蒸気噴火時の噴石の到達範囲 

（出典：北海道防災会議） 



• ポンマチネシリ火口，中マチネシリ火口で発生している． 
• 近年は，ポンマチネシリ火口． 
• 水蒸気爆発がほとんど 
• 地震活動，鳴動が噴火前に発生する場合が多い． 
• 地磁気変化が現れる場合がある． 

最近の活動の特徴 （気象庁資料を改編） 



2008年11月18日および28日の雌阿寒岳の水蒸気噴火 



2008/11/16に観測された傾斜（地面の傾き） 

5㎜/10㎞ 



明らかにされた地下の割れ目の拡張と周囲の熱水活動の関係 

およそ 5万立方メートルの体積増加 


